
 平成27年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～26年度）】 【27年度】 【今後予定（28年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 1 -

3-4
局・課名

264 264

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 26年度予算 27年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 新規・拡充

平成27年度要求額平成25年度決算額

事業名 スクールサポート事業

： 教育委員会　生徒指導課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て

継続 継続

平成26年度予算額

7,771 8,019 3人

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

17,563

4,800

1,200 【学】5,000×（20回×12月＋150校×4回)【区】20,000×7区×2回4,480

　H　～　H

事業

概要

　学校の生徒指導における喫緊の課題や保護者対応等、学
校が抱える問題に対しての支援を行い、早期解決を図る。

学校の荒れにつながる喫緊の課題等に対して早期解決を図るため、学校の
指導体制のありかたや対応について協議し、生徒指導体制の見直しを行うと
ともに、学校と連携し、教員の指導をサポートしたり、子どもに対する働きかけ
を行ったりするなど、直接的、集中的な支援を行う。
また、必要に応じてスクールアシストチーム（以下「ＳＡＴ」という。）構成メン
バーの中から専門家や有識者に協力を求めたＳＡＴ会議を開催する。その中
で、学校だけでは解決が困難な訴訟事象や重大な事故及び理不尽な要求を
する保護者等に対し、学校関係者と専門家や有識者が協働して事象の早期
解決にあたる。
学校における課題について、法律を根拠とした解決を図るために、学校や弁
護士事務所において面談による相談を受けることや、電話、ＦＡＸ、メールによ
る相談を受けアドバイスを行う。また、学校長とともに、弁護士が直接会い、課
題対象者の状況を把握し、効果のある対応を協議する。

・平成26年度からスクールロイヤー制度が運用されるようにな
り、各学校からの法律的な相談とともに、今後、ケース会議や
学校におけるいじめ防止等にかかる組織において活用するた
め、スクールロイヤー制度の拡充を図る。

スクールロイヤー謝礼金

4,800

14,03510,454

債務負担行為

学校危機管理アドバイザー
ＳＡＴケース会議出席者謝礼金 22,000円×１２回
生徒指導サポートスタッフ謝礼金 2,400円×20人×100回

015038整理番号

合計 14,035 17,563

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

スクールロイヤー制度新設


